
注記事項
１ 貸借対照表関係
\ 担保資産
貸付債権担保債券の担保に供するため、買取債権と貸付金を信託しています。

（単位：円）

担保に供している資産 担 保 に 係 る 債 務

科 目 金 額 科 目 金 額

証 券 化 支 援 勘 定 買取債権 3¶149¶670¶129¶721 貸付債権担保債券 3¶071¶070¶525¶074

住宅資金貸付等勘定 貸 付 金 71¶996¶213¶000 貸付債権担保債券 76¶087¶523¶224

既往債権管理勘定 貸 付 金 4¶879¶945¶393¶213 貸付債権担保債券 4¶464¶203¶204¶702

計 8¶101¶611¶735¶934 7¶611¶361¶253¶000

] 退職給付債務に関する事項
（単位：円）

区 分 平成21年３月31日現在

退職給付債務 Ì � 38¶095¶887¶755

年金資産 Í 9¶299¶837¶002

未積立退職給付債務 Î＝Ì＋Í � 28¶796¶050¶753

未認識過去勤務債務 Ï 0

未認識数理計算上の差異 Ð 4¶281¶129¶456

貸借対照表計上額純額 Ñ＝Î＋Ï＋Ð � 24¶514¶921¶297

前払年金費用 Ò 0

退職給付引当金 Ñ－Ò � 24¶514¶921¶297

^ 退職給付費用に関する事項
（単位：円）

区 分 自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日

勤務費用 1¶017¶691¶737

利息費用 736¶409¶977

期待運用収益 � 224¶112¶198

過去勤務債務の損益処理額 0

数理計算上の差異の損益処理額 153¶013¶877

その他（臨時に支払った割増退職金等） 0

退職給付費用 1¶683¶003¶393
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８ 未収財源措置予定額の計上基準
省令附則第４条の規定により、主務大臣が定める額（「独立行政法人住宅金融支援機構の業務運営
並びに財務及び会計に関する省令附則第４条の規定に基づき主務大臣が定める額について」（平成19

年４月１日財政第174号・国住資第124号））から既往債権管理勘定に係る平成19年度及び平成20年度
における貸付金償却額及び保証料返還額を控除した額を計上しています。
９ 行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法
政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用については、10年利付国債の平成21年３月末利回り
を参考に1•34％で計算しています。

10 リース取引の処理方法
リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方

法に準じた会計処理を行っています。
リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理を行っています。
11 消費税等の会計処理
税込方式によっています。

] 年金譲受債権
独立行政法人住宅金融支援機構法（平成17年法律第82号。以下「機構法」といいます。）附則第
７条第１項第３号の規定により、独立行政法人福祉医療機構から譲り受けた債権の残高を整理し
ています。

^ 繰延金融派生商品利益及び繰延金融派生商品損失
独立行政法人住宅金融支援機構の業務運営並びに財務及び会計に関する省令（平成19年財務

省・国土交通省令第１号）第12条に規定する金利スワップ取引の損益の繰り延べを整理していま
す。

_ 特別損失金
機構法附則第９条第１項の規定により住宅金融公庫から承継した資産です。
当該資産は、同条第３項の規定に基づき、交付金の交付を受け入れることにより減額して整理
しています。

２ 損益計算書関係
金融派生商品取引先破綻に伴う損失（特別損失）
平成20年９月16日に民事再生法適用の申請を行ったリーマン・ブラザーズ証券株式会社に対する
金利スワップ取引債権の回収不能見込額を計上しています。

３ キャッシュ・フロー計算書関係

\ 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金預け金 ： 350¶292¶634¶183円
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資金期末残高： 350¶292¶634¶183円

] 重要な非資金取引

平成20年度中に新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額は、それぞ

れ3¶853¶676¶916円です。

^ 政府交付金収入

政府交付金収入（一般会計）86¶500¶000¶000円は、機構法附則第９条第２項の規定により特別

損失を埋めるため受け入れたものであり、同条第３項の規定により特別損失金を減額して整理し

ています。

４ 行政サービス実施コスト計算書関係

引当外退職給付増加見積額については、国からの出向職員に係るものです。

５ 退職給付関係

\ 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として、厚生年金基金制度及び退職一時金制度を設けています。

�
 


		2009-08-24T15:22:10+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




